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１．問題と目的





主義”（learned optimism） と呼ばれ、行動変容の可能性が期待されている（Peterson, 
2000、Schneider, 2001）。楽観性などのポジティブな特性があることによって心理的
な資源が多く活用でき、健康や病気の予後に良い結果がもたらされるなど、ポジティ
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　筆者の知人、計 49 人 （社会人男性 11 人、社会人女性 26 人、男子学生 2 人、女子
学生 10 人） に、上に作成した 15 項目の質問紙を実施した。その結果、楽観主義尺度
の得点が、得点分布 25％以内の高得点 （14 項目で 56 点以上） を示した 12 名（男性 2
名、女性 10 名） に調査を依頼し、研究内容に同意を得られた同 12 名に対して行われ
た。年齢幅は 24 ～ 84 歳で、平均年齢は 52 歳であった。
　調査時期は、2013 年の 9～11 月であった。調査対象者のプロフィールを示す
（Table 1）。
No ID 楽観主義得点 性別 年齢 属性 困難な経験の主な内容 信仰
１ A 67 点 女性 70 歳 主婦 家族との人間関係 有
２ B 62 点 女性 64 歳 公務員 家族との死別 有
３ C 60 点 女性 84 歳 主婦 戦争体験・家族との人間関係 有
４ D 59 点 女性 78 歳 主婦 闘病 有
５ E 58 点 女性 65 歳 会社員 仕事の人間関係 有
６ F 58 点 女性 24 歳 大学院生 経済問題 有
７ G 57 点 男性 61 歳 会社員 仕事の人間関係 有
８ H 57 点 女性 39 歳 講師 仕事の人間関係 無
９ I 57 点 男性 52 歳 運送業 経済問題 有
10 J 56 点 女性 57 歳 主婦 闘病 無
11 K 56 点 女性 24 歳 大学院生 自身の性格 有
























ら理論的解釈を行う（Strauss & Corbin, 1990　南監訳 1999）ことを考え、質的研究
を用いる。その上で、質的研究の調査・分析の枠組みとして使用されているグラウン
デッド・セオリー・アプローチを採用する。この方法は、よく知られていない分野の





& Strauss, 1967 後藤・大出・水野訳 1996 ; 木下 , 2003, 2007 ; 戈木 , 2008 ; Strauss 
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楽観主義者の対処様式に関する研究
Research Related to Coping Strategy of Optimists
—Through Interviews Targeting Optimists—
Michiko IIDA,   Haruo MAGARI
In this research, we have examined coping strategy of optimists. We interviewed 
targeting optimists about how they overcome their difficulties.
Through their interviews, we found out 16 general ideas and organized 4 categories of 
feature of optimists. 1, Will (Belief, Courage) 2, Intention for future (Hope) 3, A flexible 
way of thinking (Changed appearance of acknowledgment) 4, Formation factor of 
optimism. For analysis, Grounded Theory Approach was used.
As a result, we found that how optimists cope with their difficulties.
